
本資料は、昭和58年11月発行の本誌第90号以来36年の長きに亘り、各地駐車協会会員各社、
各地駐車協会事務局のご協力により調査を実施し、集計結果を纏めたものです。
調査にご協力頂いた全19協会の会員各社、事務局の皆様に誌上をお借りして厚く御礼申し上

げます。

＜全19協会＞

（一社）東京駐車協会　　　　　　（一社）大阪駐車協会　　　　札幌駐車協会
山形駐車協会　　　　　　　　　仙台駐車協会　　　　　　　福島県駐車協会
新潟駐車協会　　　　　　　　　高崎駐車場協会　　　　　　茨城県駐車場協会
埼玉駐車協会　　　　　　　　　千葉駐車場協会　　　　　　横浜駐車場協会
静岡県駐車協会　　　　　　　　名古屋駐車協会　　　　　　兵庫県駐車場協会連合会
岡山駐車協会　　　　　　　　　広島駐車協会　　　　　　　高松市駐車場協同組合
福岡駐車協会

＜今年度の調査資料作成にあたって＞

・�料金調査の他、ＥＶ（電気自動車）・自動二輪車・バリアフリー、上限最大料金の各対応状況
について調査を実施しています。

・�（一社）東京駐車協会の集計には、神田駐車業組合（千代田区）、銀座地区駐車場協議会（中央
区）の所属会員を含んでいます。

� 以上

調査資料

令和元年度会員駐車場調査
一般社団法人全日本駐車協会
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１．調査対象

各地駐車協会19協会

２．料金調査の結果

定期駐車料金、時間貸し駐車料金共に若干変動があるものの、全体としては前年と同様の結
果であった。

３．各対応状況の結果

各対応状況では、前年度同様、次の⑴～⑷の項目について調査を実施しています。
⑴ＥＶ対応（電気自動車の充電器設置等）

⑵自動二輪車対応

⑶バリアフリー対応（身障者用スペース等設置、段差解消等）

⑷上限最大料金対応

以下、カッコ内の数値は、対応率・対応数／回答数です。

⑴ＥＶ対応（電気自動車の充電器設置等）

・�横浜（42.3%・11／26）、岡山（33.3％・3／9）、名古屋（30.0％・9／30）、東京（20.1％・36／
179）、新潟（15.4％・2／13）の順であった。

・対応数をみると、茨城が1から4へ＋3上昇している。

・各地で徐々に整備が進んでいる結果になった。

⑵自動二輪車対応

・�名古屋（36.7％・11／30）、新潟（35.7％・5／14）、東京（29.6％・53／179）、仙台（20.0％・6
／30）、埼玉（18.2％・2／11）、の順であった。

・対応数をみると、東京が51から53へ＋2、新潟が4から5へ＋1上昇している。

・各地で今だ整備充分な対応がなされていない状況である。

⑶バリアフリー対応（身障者用スペース等設置、段差解消等）

・�横浜（65.4％・17／26）、高崎（64.3％・9／14）、岡山（55.6％・5／9）、茨城（51.4％・19／
37）、東京（50.3％・90／179）の順であった。
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・対応数をみると、埼玉が1から5へ＋4上昇している。

・�各地で整備対応は進んでいるものの、十分な結果とは言えない状況であり、特に千葉等で
今後対応が急がれるところである。

⑷上限最大料金対応

・�新潟（92.3％・12／13）、山形（83.3％・15／18）、福岡（78.0％・32／41）、高崎（71.4％・10
／14）、名古屋（70.0％・21／30）の順であった。

・対応数をみると、福岡が23から32へ+9上昇している。

・回答を得た16協会のうち、半数以上の9協会で対応率50％以上となっている。

� 以上
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